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平成３０年度神郷高齢者大学講座計画 

今年度のテーマ 「認知症を正しく理解し、できるだけ認知症になら

ないよう みんなで学びましょう」 

月・日 曜 時間 講座名 内容 講師他 

５・２４ 木 10:00～11:30 開講式 懐かしの歌 時代が生んだ懐かしの歌

をみんなで歌いましょう 

市老連「生きいき 

シニア合唱団」 

６・２３ 土 9:30～12:00 ウォーキング 田の上方面 三世代交流 

７・１９ 

 

木 9:30～11:00 認知症サポーター養成講座 認知症を正しく理解しま

しょう 

アソカ園 

田中先生 

８・１ 水 10:00～11:30 認知症劇 笑って認知症を知りまし

ょう 

すみの見守りＳＯＳ 

「ふれあい劇団 

未定   研修旅行   

９・2１ 金 10:00～11:30 みんなでアンチエイジング 歌って踊って 

にいはま元気体操 

白井歌声喫茶グルー

プ（愛称ＰＢＳ２９） 

10・2２ 月 9:30～12:00 男の料理 簡単なおつまみ作り 野村 英男先生 

11 9:30～12:00 ウォーキング 郷方面 三世代交流 

12・６ 木 10:00～11:30 閉講式 マジックショー 鳩もウサギも飛び出しま

す。感動・興奮！ 

四国中央マジッククラブ 

会長 川上道頼先生 

 

46-1181 
koukou@city． 

niihama.ehime.jp 
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神郷校区の人口 
人 口  9,982 人 
（男）  4,794 人 
（女）  5,188 人 
世帯数  4,556 世帯 
平成 30 年 3 月末現在 

 

 

※日にちが未定の講座は決まり次第お知らせいたします都合により内容等が変更になる合があります。 
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新居浜市連合婦人会の 

市民文化センターでの結婚式運営の軌跡 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団塊世代（１９４７・昭和２２年～１９４９・昭和２４年生れ）は、

現在、７０歳の年代に入り多くのカップルは金婚の記念を迎え、また迎

えようとしています。そして一回り上の先輩は後期高齢者の世代となり

ましたが、これらの多くのカップルは、新居浜市連合婦人会のお世話に

なり市民文化センターで結婚式を挙げたのではないでしょうか。昭和４

０年代のピーク時は、センターでは一日に１０組、一ヶ月に１５０組、

年間６００組を超える挙式であったと記録されています。 

歴史をひもとけば、戦前の結婚様式は、ふるい習慣にのっとった封建

的な制度の下で行われ、結婚の目標を家柄等におき社会的体面を重視し

たものでありました。しかし戦後の社会は物心両面に大変化を与え、結

婚も見合いから自由結婚と方向をかえ、結婚改善が提唱されてきました

が、市の昭和２９年の世論調査によれば、結婚式・披露宴については「自

宅で行う」が６割になっており、ほかは神前結婚が流行し市内の各神社

が競ってこれを扱い、また公民館など公共施設で行われる結婚式であり

ました。このような時代背景の中で、戦後、全国の婦人会や青年団が冠

婚葬祭の簡素化や封建的因習打破、衣食住の合理化に取り組みました。

国はこの動きを国家再建につなげようと１９５５年（昭和３０年）に「新

生活運動」を提唱し運動を続けましたが、高度経済成長にともない「消

費は美徳」となるなか新生活運動はだんだんと下火になっていきます。 

このような状況の中、昭和２９年に新居浜市連合婦人会が全国に先が

けて新生活運動に着手、長らく努力してきた結婚改善運動の実り一つと

して、連合婦人会運営の結婚式場の開設に立ち上がりました。式場は２

８年に開催された国体記念の和風の記念会館（現在跡地に文化振興会館）

とし、まず結婚相談所として発足。２９年に婚礼の簡素化を提唱し、衣

装振袖、洋装ドレス、モーニング、そして結婚式・披露宴に使用する道

具類を準備して挙式一切を行うこととして挙式・写真合計２４００円で

厳粛にして立派な挙式ができるようになりました。名実ともに簡素にし

て厳かな結婚式が行われる環境整備が整い、昭和２９年度に４２回、３

０年度に８５回、３１年度１００回と年度をおって挙式が増加してきま

した。そうこうしているうちに昭和３７年に市民文化センターが竣工落

成、４１年に婦人会館が増設され、挙式はピークの昭和４４年～４８年

には月に１５０回もあり文化センター結婚式場全盛の時代でした。５０

年代に入り一日に１０回も数えることもあるなどしばらくは、文化セン

ターでの結婚式も盛んでありました。しかし、世の中の流れの中でバブ

ル景気の到来、ブライダル産業・結婚産業による豪華で派手な婚礼・披

露宴が行われる傾向が続きました。しかし、平成の時代に入り景気の低

迷と共に、近年は婚礼などの簡素化が進行、婚礼ビジネスも方向転換を

余儀無くされ、価値観の多様化など挙式スタイルも個性豊かな婚礼が増

えてきたのが今日の現実ではないでしょうか。 

なお、昭和６１年に松神子の永易幾世さんが栄えある「愛媛県の教育

文化賞」を受賞されました。永易幾世さんは昭和 32 年に神郷連合婦人会

長となり、「新生活運動」など婦人会運動に取り組んでおられましたが、 

さらに４２年から６３年まで２０余年間にわたり市の連合婦人会長を勤

められました。その実績が認められ県の教育、文化の振興に寄与された

功績により受賞されたものです。 

 

30 年度いきいきセミナー予定 

１ 5 月 29 日 ハーバリウム＆ピザ作り  

２ ６月８日 クラフトでエコバック作り 

３ 10 月 12 日 ビーズアクセサリー 

４ １０月３０日 民話の里 角野ウォーキング 

５ 11 月１９日 陶芸で干支作り 

６ 12 月 18 日 染物 コチノール染め 

７ 2 月 1 日 恵方巻 

８ 2 月 12 日 バレンタインデーのお菓子作り 

※参加は性別年齢を問いません。ただし参加は定員に限りがあり 

ますので申込み先着順とさせていただきます。申込みは各月の 1

日（公民館が休日の場合は翌日）から、電話での申込みも受付け

ます。 

第１回 いきいきセミナー 

「ハーバリウム＆ピザ作り」 参加者募集 

色とりどりのドライフラワーが澄んだ液体とともに瓶詰されたイ

ンテリア雑貨のハーバリウム、水中にふわふわ揺れるカラフルなお

花は癒し効果抜群です。簡単に短時間で制作できます。 

ハーバリウムが出来た方からピザ作りにチャレンジ  

ピザ窯で焼いたおいしいピザをどうぞ！ 

・日時 5 月 29 日（火）10：00～12：00 

・場所 神郷公民館 学習室 リトルフラワー内田先生 

・材料費 1500 円 エプロン持参 

・定員 20 名位・申込み受付 5 月 1 日～ 

※公民館に見本があります 

 

3 0 年 度 乳 幼 児 期 家 庭づ くり教 室 予定 

１ 5 月１１日 開講式 交通安全教室  

２ ６月２３日 三世代交流サマーレクレーション 

３ ９月 12 日 人権絵本読み聞かせ 

４ １０月１６日 お祭り集会 

５ １２月１２日 子どもに伝える伝統行事 おもちつき 

６ 1 月 8 日 三世代交流料理教室 七草粥 

７ １月１７日 卒園記念 パンつくり教室 

８ 2 月６日 閉講式 防災教室 

※神郷幼稚園の保護者・園児さん対象の講座です。 

 

  
 5 月（皐月）の行事予定   

 
１日（火）19:00～  環境美化部会  神郷公民館 
７日（月）19:00～   老人会長会      〃 
          健全育成部     〃 
     19:30～  少年補導定例会   〃 

１１日（金）10:00～  乳幼児期家庭づくり教室神郷幼稚園 
１２日（土）19:30～  子供育成会定例会 神郷公民館 
１３日（日） 8:00～  手みやげ事業   〃 
１４日（月）19:00～   民児協定例会   〃 
２０日（日） 9:00～  校区運動会    神郷小学校 
２３日（火）      連合自治会長会    
２４日（木）10:00～  高齢者講座 開校式 神郷公民館 
２５日（金）13:30～  よみきかせ定例会  〃 
２９日（火）10:00～  いきいきセミナー  〃 

  

 


